
15/11/30 13 時 20 分 15 秒 

留
場
所
を
設
置
。
そ
の
後
、
長
後

駅
西
口
入
口
か
ら
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
道
路
幅
員
を
拡
げ

て
歩
道
を
確
保
し
、
歩
行
者
の
安

全
を
図
る
計
画
。 

▽
石
川
下
土
棚
線
（
藤
沢
北
警
察

署
か
ら
い
す
ゞ
の
工
場
東
側
を

通
り
綾
瀬
市
境
へ
の
道
路
）
は
、

県
道
横
浜
伊
勢
原
線
と
の
接
続
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「語
ろ
う
、
長
後
の
未
来
を
！
」 

長
後
地
区
全
体
集
会 

11
月
29
日
（
日
）
、
長
後
地
区
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
主
催
で

「
語
ろ
う
、
長
後
の
未
来
を
！
」
と
題
し
、
平
成
27
年
度
長
後
地

区
全
体
集
会
が
長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
議
題
に

係
る
市
の
関
連
部
署
か
ら
も
出
席
。
市
民
の
関
心
も
高
く
、
多
く

の
市
民
が
出
席
し
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。 

多くの市民が参加、関心の高い道路
計画を中心に活発な意見交換が 

 

第
一
部
で
は
地
区
住
民
に

と
っ
て
関
心
が
高
い
長
後
駅
周

辺
の
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
の

道
路
計
画
を
中
心
に
、
市
か
ら
進

捗
状
況
の
報
告
等
が
あ
っ
た
。 

▽
高
倉
下
長
後
線
（
長
後
小
学
校

北
側
を
通
り
、
小
田
急
線
と
交
差

し
、
消
防
署
長
後
出
張
所
横
に
接

続
す
る
道
路
）
は
、
自
転
車
レ
ー

ン
の
新
設
等
に
伴
う
道
路
幅
員

変
更
が
行
わ
れ
る
。
予
定
幅
員

15
ｍ
で
、
小
田
急
線
と
は
ト
ン

ネ
ル
に
よ
る
立
体
交
差
、
伊
勢
山

地
区
の
部
分
は
ト
ン
ネ
ル
構
造

を
計
画
。
今
後
、
都
市
計
画
変
更

手
続
き
に
あ
わ
せ
、
説
明
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

▽
市
道
長
後
７
２
５
号
線
（
長
後

市
民
セ
ン
タ
ー
前
バ
ス
通
り
）
の

歩
道
整
備
計
画
は
、
第
１
期
と
し

て
市
民
セ
ン
タ
ー
東
側
の
交
差

点
に
信
号
待
ち
の
歩
行
者
用
滞

しめなわには神様を奉るのにふさわ
しい神聖な場所という意味がある。年
神様が生きる力、幸せを授けてくれる。 

2016年長後地区賀詞交換会 
どなたでもご参加頂けます 

 

日 時：2016 年 1 月 9 日（土） 
    14：00 ～ 16：00 
場 所：長後市民センター3 階ホール 
参加費：2,000 円 
申 込：長後市民センター 

地域担当へ（44）1622 
 

美
化
運
動
の
功
績
で
表
彰 

花
い
っ
ぱ
い
活
動 

平
成
27
年
度
神
奈
川
県
美

化
運
動
推
進
功
労
者
の
部
（
県

内
12
団
体
）
で
藤
沢
市
か
ら
唯

一
「
長
後
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推

進
委
員
会
」
が
11
月
11
日
、
神

奈
川
県
庁
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
た
。 

「
花
の
広
場
」
の
維
持
管

理
、
公
共
施
設
へ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
設
置
、
長
後
駅
東
口
花
壇

植
栽
作
業
協
力
、「
花
だ
よ
り
」

発
行
、「
花
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
な

ど
、
地
域
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
実
施
、
推
進
し
、
環
境
美
化

地
産
地
消
の
集
い 

「長
後
を
食
べ
よ
う
！
」開
催 

11
月
14
日(

土)

、
長
後
駅
東

口
の
長
後
地
区
整
備
事
務
所
を

中
心
に
第
６
回
地
産
地
消
の
集

い
「
長
後
を
食
べ
よ
う
！
」
が

開
催
さ
れ
た
。 

今
年
は
整
備
事
務
所
脇
の
道

路
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
開

放
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
た
。
地
産
地
消

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
後
産
の
黒

米
や
、
黒
米
を
用
い
た
パ
ン
や

う
ど
ん
も
販
売
さ
れ
た
。 

当
日
は
Ｊ
Ａ
さ
が
み
の
「
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
が
同
時
開
催
さ

れ
、
両
方
を
ま
た
い
で
買
物
を

楽
し
む
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。 

に
多
年
に
わ
た
り
継
続
実
施
し

た
功
績
へ
の
表
彰
で
あ
る
。 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員

会
委
員
長
、
村
上
佐
千
子
さ
ん
は

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
発
足
し

て
か
ら
17
年
、
表
彰
を
い
た
だ
け

た
の
は
長
年
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

力
が
大
き
い
で
す
。
委
員
と
も
ど

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す

ね
」
と
話
す
。 

＊
募
集 

花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー 

地
域
担
当
へ
（
44
）
１
６
２
２ 

部
分
ま
で
の
区
間
が
平
成
28

年
度
末
に
開
通
す
る
予
定
。
県

道
以
北
の
計
画
用
地
に
つ
い
て

は
、
現
在
文
化
財
の
調
査
中
。 

▽
県
企
業
庁
住
宅
用
地
（
長
後

市
民
セ
ン
タ
ー
北
側
）
を
市
が

取
得
。
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
増
設
や
防
災
倉
庫
の
設

置
、
多
目
的
広
場
整
備
等
を
中

心
に
計
画
中
と
の
こ
と
。 

第
二
部
で
は
長
後
地
域
活
性

化
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
長
後
地
区
郷
土
づ
く
り
推

進
会
議
よ
り
二
つ
の
部
会
に
よ

る
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。 

安
全･

安
心
福
祉
部
会 

○
長
後
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
○
健
康
づ
く
り

普
及
事
業
○
長
後
す
く
す
く
応

援
事
業(

長
後
子
育
て
メ
ッ
セ

を
２
回
開
催)

○
ち
ょ
う
ご
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
○
安

全･

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

事
業 地

域
活
性
化
部
会 

○
長
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
事
業
○
地
域
人
材
発

掘･

育
成
事
業
（
自
治
会
の
楽
し

み
方
講
座
、
長
後
歴
史
散
策
）
○

地
産
地
消
推
進･

地
域
ブ
ラ
ン

ド
育
成
事
業
（
地
産
地
消
イ
ベ

ン
ト
・
長
後
を
食
べ
よ
う
）
○
観

光
資
源
開
拓
事
業
○
商
店
街
活

性
化
事
業
（
長
後
く
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
） 

以
上

10

事
業
の
活
動
が
報

告
さ
れ
た
。
身
近
な
テ
ー
マ
で

も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

１
月
18
日
（
月
）
以
降
、
長

後
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
議
事
録
の

閲
覧
が
可
能
に
な
る
。 



15/11/30 14 時 36 分 
 

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 

 
 
 
 
 

（
46
）
０
４
１
６ 

  

  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

街
の
星
霜
を
見
つ
め
る
大
樹 

川
と
橋
の
昔 

⑪ 
(

最
終
回) 

長
後
の
街
を
鳥
瞰
す
る
と
、
家

並
み
を
突
き
抜
け
る
よ
う
に
聳

え
る
数
本
の
大
樹
が
見
え
る
。 

そ
の
一
つ
に
、
二
等
辺
三
角
形

の
樹
形
が
美
し
い
長
後
小
学
校

の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
あ
る
。 

こ
の
木
は
化
石
と
し
て
発
見

さ
れ
た
た
め
絶
滅
し
た
種
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４
５
年
に

中
国
で
発
見
さ
れ
「
生
き
た
化

石
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。 

49
年
、
日
本
で
も
そ
の
挿
し

木
と
種
子
を
譲
り
受
け
、
各
地
の

公
園
や
並
木
道
、
校
庭
な
ど
に
植

樹
し
た
と
い
う
。 

長
後
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
で
あ
る
こ
の
木
は
、
樹
種
別

市
内
一
番
の
大
木
で
あ
る
。
植
樹

さ
れ
た
年
に
つ
い
て
「
藤
沢
の
自

然
№
27
」
に
は
55
年
頃
と
み
ら

れ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
長
後
が
藤
沢
市
と
合
併
し
、

藤
沢
市
立
長
後
小
学
校
が
誕
生

し
た
年
と
な
る
。
そ
し
て
今
年
は

市
北
部
合
併

60

周
年
に
あ
た

る
。 

（
参
考
資
料
・
「
藤
沢
の
自
然
」
「
藤

沢
の
文
化
財
」
「
校
庭
の
樹
木
」
） 

※
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了 

サ
ー
ク
ル
紹
介 

パ
ン
の
会 

日
時 

第
３
木
曜
日
13
時
～
17
時 

内
容 

楽
し
い
パ
ン
・
お
菓
子
作
り 

講
師 

宮
本
孝
子
先
生 

会
費 

１
０
０
０
円
／
月 

(

入
会
金
１
０
０
０
円) 

申
込 

小
浜 

０
９
０-

３
５
４
２- 

５
７
６
５ 

わ
ら
べ
会 

日
時 

第
２･

４
金
曜
日

13
時
～
15
時 

内
容 

童
謡･

唱
歌
中
心
、

み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う 

講
師 

森
谷 

昇
先
生 

会
費 

５
０
０
円
／
月 

申
込 

三
尾 

44-

４
３
５
６ 

(

17
時
以
降)

 

編
集
後
記 

☆
曙
色
の
桜
落
葉
が
セ

ン
タ
ー
の
庭
を
染
め
て

秋
が
暮
れ
た
。
衰
退
が
曙

の
色
を
し
て
い
る
の
は

何
故
？ 

枝
先
に
育
む

新
し
い
い
の
ち
へ
贈
る

励
ま
し
の
色
だ
か
ら
だ

ろ
う
か
。 

☆
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
和

名
は
曙
杉
。
昭
和
30
年
藤

沢
市
合
併
の
時
に
植
樹

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
長
後

の
朝
ぼ
ら
け
に
ふ
さ
わ

し
い
黎
明
の
木
で
あ
っ

た
。
逞
し
く
美
し
い
樹
形

は
街
づ
く
り
の
指
針
か

も
し
れ
な
い
。 

☆
皆
様
の
ご
厚
情
に
支

え
ら
れ
て
今
年
最
後
の

号
を
発
行
で
き
ま
し
た
。

深
い
感
謝
と
共
に
佳
い

お
年
を
。 

 

（
Ｓ
・
Ｓ
） 

地
域
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
七

ツ
木
市
民
の
家
が
、
30
周
年

を
迎
え
た
。
10
月
27
日
に
記

念
植
樹
が
、
11
月
３
日
に
七

ツ
木
市
民
の
家
ま
つ
り
が
行

わ
れ
た
。 

七
ツ
木
市
民
の
家
は
、
中

高
倉
自
治
会(

現
在
は
世
帯

の
増
加
に
よ
り
、
中
高
倉

北
・
南
自
治
会
に
分
割)
が
主

体
と
な
っ
て
土
地
を
確
保

し
、
近
隣
自
治
会
の
賛
同
を

得
て
、
請
願
活
動
を
行
い
設

立
さ
れ
た
。 

現
在
で
は
自
治
会
、
七
寿

会
（
地
域
老
人
会
）
、
子
供
会
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
お
よ

そ
20
の
団
体
が
こ
こ
を
拠

点
に
活
動
し
て
お
り
、
運
営

を
こ
れ
ら
利
用
団
体
の
代
表

者
が
行
っ
て
い
る
。
今
回
の

記
念
行
事
の
た
め
に
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を

進
め
て
き
た
。 

３
日
は
、
書
道
や
絵
画
、
写

真
、
手
芸
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

民
謡
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。

マ
ジ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
作
り
、

折
り
紙
、
お
絵
か
き
、
ゲ
ー
ム

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
も
楽
し
ん
だ
。
屋
外

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で

綿
菓
子
が
配
ら
れ
た
。 

と
れ
た
て
野
菜
や
果
物
の

販
売
も
大
人
気
で
、
味
自
慢
や

お
す
す
め
の
食
べ
方
な
ど
に

話
が
弾
ん
だ
。 

会
場
は
笑
顔
と
活
気
に
溢
れ
、

地
域
の
親
睦
が
ま
す
ま
す
深

ま
っ
た
秋
の
一
日
と
な
っ
た
。 

地域とともに30年 七ツ木市民の家まつり 

30周年を祝う 

愛
の
贈
り
物(

敬
称
略) 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
藤
沢
６
団 

５
０
０
０
円 

長
後
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

２
０
０
１
０
円 

神
奈
川
土
建
長
後
分
会 

４
０
０
０
円 

長
後
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

１
０
０
０
０
円 

く
ら
し
の
美
学 

３
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

長
後
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

う
さ
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ
増
設 

現
在
長
後
地
区
に
３
つ
あ
る

児
童
ク
ラ
ブ
に
加
え
、
う
さ
ぎ
児

童
ク
ラ
ブ
の
分
館
が
相
模
幼
稚

園
向
か
い
に
新
設
さ
れ
る
。
予
定

定
員
は
50
人
。
現
在
工
事
中
で

来
年
度
の
開
館
を
目
指
す
。 

 

合
併
60

年
ミ
ニ
写
真
展 

長後駅から戸塚に

向かって徒歩３分、藤

沢市地域ささえあい

センター “yell”(責任

者：塚本泉美さん)の

開所式が11月7日に行

われた。地区では２番

目の｢地域の縁側｣事

業で特定非営利活動

法人ワーカーズコー

プが運営し、誰もが気

軽に立ち寄れ、相談で

きる居場所を目指す。 

月～金曜日の１０～

１７時に開いていて、話

好きのスタッフが迎え

てくれる。ランチは家庭

の味を５００円で提供

する(持込みもＯＫ!だ

がお酒はＮＧ!)。 

長後に住んでいる

あなた、是非一度足

を運んでみてはいか

がでしょうか。 

１
９
５
５
年
に
小
出
村
遠
藤
、

御
所
見
、
渋
谷
町
南
部(

長
後･

高
倉)

が
藤
沢
市
と
合
併
し
て
か

ら
今
年
で
60
年
目
に
あ
た
る
。 

11
月
10
日
～
23
日
、
長
後
市

民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
、
そ
の
ミ

ニ
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。 

工事が始まったうさぎ児童クラブ分館 
笑顔が集う“ｙｅｌｌ” 

地域ささえあいセンター 

“yell(エール)”オープン 

どんど焼き 

平成２８年１月１１日(月) 
七ツ木神社 

平成２８年１月１４日(木) 
長後公園･天満宮･ 
諏訪神社 

＊その他にも各地
域の辻でどんど
焼きを行ってい
ます。 

ロビーに展示された写真に

は戦後間もない昔の長後が 

３０周年を祝して にぎやかに 

子どもを見守るメタセコイア 

“子は育ち、親も育つ” 
楽しまなくちゃもったいない 
日時 １月２２日(金)１０時開演 

場所 長後市民センター３Fホール 

内容 講演会 

育児漫画家 高野 優先生 

申込 １月１２日(火)８：３０～電話又

は来館  地域担当（４４）1622 

事前申込制 どなたでも 

主催 長後地区青少年育成協力会他 


